















This article dealt with the route and visiting sites of Alexander von Humboldt 
research journey in Nueva España for 5 years （1799 ─1804）. He is very famous for a 
natural scientist as a founder of various branches of natural sciences. But, he must be 
evaluated as a observer, watcher and witness of economy, politics and social structure in 
Nueva España. He hates the slavery and the unequality of human right among nations in 
Nueva España. His work “Essai Politique sur le Royaume de La Nouvelle-Espagne” must 
be the first modern Länderkunde （Regional Geography） which treats not only physical 
environment, but agriculture, mining, manufacturing, trade, social structure and politics 
in Spanish colonial coutries.  
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旧東ドイツ時代にできたフンボルト研究所の所長Prof.. Dr.. Kurt R, Biermann（1969─1984）
が、旅行記・日記・手紙などを駆使して作成したフンボルトの毎日の年代記Chronologie（2007













































































詳細な評価をし、人生で最もきつい時期であったと書いている　San José de Comanjillas温泉
へ巡検
10月17日～ 21日　鉱山専門学校Colegio de Mineriaで授業をやったり、試験に参加したり、




















むしろ1808年３月８日　パリで書いた「新スペイン王国政治論Essai Politique sur le 
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　　ROI D’ESPAGNE ET DES INDES.
近年、フンボルトの日記や親しい友人に宛てた手紙類が公表印刷されるにつれて、啓蒙的教
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５年２ヶ月に及ぶ南米旅行からパリへ帰還した翌年1805年に「植物地理学論Essai susr la 






ら「Versuch über den politischen Zustand des Königreichs Neu-Spanien」として５巻本で出版
された。息の長い章や節は、自然環境から、大西洋と太平洋を結ぶ運河建設構想まで、今日の
政治地理学地誌のプログラムを内包している。「スペイン王国政治論」は、15年後の1826年出
版の「キューバ島政治論Essai politique sur l’île de Cuba」とともにフンボルトの自然観察のみ
ならず、社会経済的分析の研究であると同時に、近代地誌学確立の書でもある。ベルリン地理
学会機関誌Zeitschrift für allgemeine Erdkunde N.F.1（1856）114ffの書評欄でフンボルト自身
が次のように書いている。
「キューバ島政治論」は大著『南米旅行』の第Ⅲ部、445─459頁に収録されており、アンチー
ル諸島の農業と奴隷の状態を扱っている。またスペイン語に翻訳されて「Ensayo politico sobre 
la isla de Cuba」の表題で、英語へはニューヨークの書店Derby and Jackson社から八つ折り判
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Voyage aux régions équinoxiales du Nouveau Continent』の２／３ほどが出版されたところで、
純旅行記で、『新大陸の赤道地域への旅行報告Relation historique du voyage aux régions 



















































geográfico polítícas del Reino de Nueva España」はすぐに書き写され、植民地政府に利用され
ただけでなく、政府を転覆させようとする側にも利用された（Holl Frank 2008）。この統計は
























た。　Manfred Kossok（In: Zeuske, Michael／ Schröder, Bernd Hg. Alexander von Humboldt 
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図３　Alexander von Humboldtの探検旅行ルート　（Faak 1999）
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図４　『新スペイン王国政治論』　表紙　（Theatrum Orbis Terrarum社，Amsterdam-1973-New York）






図６　Cayambe火山（5790m）（Hanno Beck  1982）
首都リマ東北東60kmにあり、山体は円錐台形で、街を取り巻く万年雪で覆われた山々の中では、最も
美しく、威厳に満ちている。130km南西にあるチンボラッソウ火山からフンボルトは遠望した。フン
ボルトがスケッチした絵を石版画にしたもの。（原図はカラー）
